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新たな技術を取り入れ
治療の可能性を広げる

世界初、うつ病患者に対する
VRの地平を開拓

VRによるポジティブ感情を
認知行動療法に活用

　精神疾患が個人と社会に及ぼす損失は
甚大で、世界保健機関の発表では、あら
ゆる疾病のうち、うつ病は人類に疾病負
荷を与える疾患の１位とされています。わ
が国の5大疾病のうち、精神疾患の患者
数は約420万人と最も多い現状です。う
つ病は127万人と最も多く、1年間の社
会経済コストは年間3兆900億円に上る
ことが報告されております。
　認知行動療法では、セラピストとともに
物事の考え方や、行動の仕方を工夫する
スキルを身につけていくことで、苦しいこ
ころの状態を改善します。うつ病治療にお
いて、認知行動療法は第一治療選択のひ
とつとされており、薬物治療を望まない
方にとって重要な治療法の一つとされて
います。2010年にうつ病に対する認知行
動療法が保険診療の対象となりましたが、
必要とする方すべてにこの療法を届ける
状態は達成できていないと考えられます。

　今回、産学連携の試みとして、ヴァー
チャルリアリティ（以下VR）の様々なサー
ビスを開発している会社からの受託研究
を行っています。この研究では、認知行動
療法にVR技術を活用する可能性を検討
します。従来の研究では、ネガティブな感
情体験を引き起こす状況に身を置く練習
をヴァーチャルに体験する（例：飛行機恐
怖の人が、ヴァーチャル空間で飛行機に乗
る）という、恐怖症や不安症についての研
究がほとんどでした。これに対し、今回の
研究ではポジティブ感情に注目して、VR
の臨場感や没入感の特徴を生かします。
　具体的には、抑うつ状態にある人が、
ポジティブ感情に焦点を当てた最先端の
認知行動療法を受けながら、同時にポジ
ティブ感情を引き起こしやすいVRコンテ
ンツを体験します。この体験が、落ち込ん
で意欲が出ない気分状態の中でどのよう
にポジティブな刺激に注意を向けて、味
わい、ポジティブ感情を生活の向上に活
用することができるかという練習になると
考え、取り組んでいます。

　VR技術には、さまざまな可能性が期待
できます。例えば、認知行動療法の一部
をVR体験に置き換えて、ヴァーチャルセラ
ピストによる直感的でわかりやすい治療要
素の説明ができるようになるかもしれませ
ん。あるいは、ヘッドセットゴーグルによる
VR体験では、視点の記録なども可能で
す。他の様々なデータと組み合わせて、
ヴァーチャル体験時の視点などのデータ
を収集することによって、どのような状態
にある人には、どのようなVRコンテンツ
が適切かなど、様々な有用な知見が得ら
れるかもしれません。
　私たちはこの新しい技術を精神疾患の
治療に生かすため研究を進めていきます。
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【関連プレスリリース】

ヴァーチャルリアリティ(VR)
セラピーへの挑戦
認知行動療法センターは、安全で有効な心理療法を開発し
国民の皆さまに届けるための研究・研修を行うとともに、
国内外の実践家、研究者、当事者との連携に取り組んでいます。

#認知行動療法　#ヴァーチャルリアリティ　#うつ病

National Center of Neurology and Psychiatry

認知行動療法センター／研修指導部 伊藤 正哉室長

研究と医療最前線

組織連携図

（写真提供／株式会社ジョリーグッド）


